










Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
141
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要 人間関係学研究　18　2016
ボーイスカウトにおける体験活動が青少年に与える影響 2
― 2014 年度および 2015 年度における継続調査による検討―









することを目的として，「2014 年度新多磨地区 BS 山中訓練キャンプ」に参加した 13 歳から
15 歳のスカウト 19 名（男子 18 名，女子 1 名）を調査対象として，キャンプの参加前と参加
後のⅠ「生きる力」，Ⅱリーダーシップ，Ⅲ自尊感情について，キャンプの事前事後での比較















2 泊 3 日のボーイスカウトの訓練キャンプに参加
した 13 歳から 15 歳のスカウト 19 名（男子 18 名，
女子 1 名）を調査対象として，キャンプの参加前（事
前調査：2015 年 2 月 15 日）と参加後（事後調査：























「2014 年度新多磨地区 BS 山中訓練キャンプ」か










区 BS 山中訓練キャンプ」で，新多磨地区内の 13
のボーイスカウト隊から選抜されたスカウトによ
る 2 泊 3 日の野営技能向上，班運営や班長・次長
としての意識向上のための訓練キャンプである。
　スカウトは，訓練キャンプ（2016 年 3 月 26 日～
28 日）の前に実施された 2 回の事前集会（第 1 回事
前集会：2016 年 2 月 14 日，第 2 回事前集会：2016












磨地区主催の「2015 年度新多磨地区 BS 山中訓練
キャンプ」に参加したスカウト 18 名（男子：16 名，
女子：2 名）であった。
（３）調査方法
　調査方法は，2 泊 3 日の訓練キャンプ（2016 年














































　調査期日については，事前調査は，2016 年 2 月
14 日第 1 回事前集会開始時に，事後調査は，2016

















































プ 5 つの力」に分けられ，さらに，5 つの中位指
標をそれぞれ 2 つに分けた 10 の下位指標，すな




































































































均年齢は，事前調査時 13.8 歳（SD=0.4 歳），事後
調査時 13.8 歳（SD=0.4 歳）であった。性別は，
事前調査は，男子 16 人（88.9％），女子 2（11.1％），




　 調 査 対 象 者 の ス カ ウ ト 経 験 は，1 年 が 1 人
（5.6％），2 年が 1 人（5.6％），5 年が 6 人（33.3％），
7 年が 5 人（27.8％），8 年が 4 人（22.2％），9 年
が 1 人（5.6％）であった。スカウト活動を始めた
部門は，ビーバースカウト（幼稚園年長から小学
2 年）からが 10 人（55.6％），カブスカウトから
が 6 人（33.3 ％）， ボ ー イ ス カ ウ ト か ら が 2 人
（11.1％）であった。自隊での役務は，班長が 4 名






































































































































人数 0 0 0 5 8 4 17
































人数 0 0 0 5 5 6 16




























人数 0 0 0 6 3 7 16

















読図 計測 通信 火起こし ロープ（結索） 救急法 野外料理
野営法
（テント） ソング その他 なし
事前 5 1 0 8 1 1 7 3 0 1 0
事後 0 0 0 12 3 0 8 5 1 1 0
5
00 0 0 0 00
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3 人），火起こし（事前：8 人→事後：12 人），野
外料理（事前：7 人→事後：8 人），野営法（テント）









菊章までが 10 人から 4 人へ，ベンチャー章まで












　　 に関する 2014 年度と 2015 年度の比較
　訓練キャンプ参加前後の「生きる力」の変化に








































初級 ２級 １級 菊 ベンチャー 隼 富士 ｎ
現在 4 11 1 2 0 0 0 18
事前 0 0 3 10 1 0 4 18






















表６　「生きる力」の変化（事前調査 vs 事後調査）の 2014 年度と 2015 年度の比較　t 検定結果
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
115.6 17.6 114.8 15.4 0.15 12 .88 105.7 16.9 110.0 23.1 1.34 15 .20
56.1 10.7 56.9 9.1 0.33 13 .75 52.9 9.8 55.9 12.6 1.78 15 .09
非依存 8.4 2.2 8.4 1.8 0.00 16 1.00 8.1 2.3 7.9 2.4 0.54 15 .60
いやなことは、いやとはっきり言える 4.1 1.4 4.5 1.0 0.96 16 .35 4.0 1.4 4.1 1.3 0.22 15 .83
小さな失敗はおそれない 4.2 1.3 3.8 1.3 1.59 18 .13 4.1 1.1 3.8 1.2 1.16 15 .26
7.7 1.9 8.1 1.6 0.92 17 .37 7.8 1.5 8.1 1.7 1.23 15 .24
自分からすすんで何でもやる 3.8 1.2 4.1 1.1 0.85 17 .41 3.7 0.8 3.8 0.8 0.70 15 .50
前むきに、物事を考えられる 3.8 1.0 4.1 0.8 1.07 18 .30 4.1 1.0 4.3 1.1 1.14 15 .27
7.6 2.5 8.0 2.7 1.37 17 .19 7.4 1.9 7.9 2.4 1.21 15 .25
だれにでも話しかけることができる 3.8 1.4 4.0 1.6 0.57 18 .58 3.3 1.1 3.8 1.4 2.24 15 .04
失敗しても、立ち直るのがはやい 3.7 1.3 4.1 1.5 2.72 17 .02 4.1 1.0 4.2 1.2 0.19 15 .85
7.7 2.1 7.5 1.8 0.50 18 .63 7.4 2.1 7.3 2.8 0.24 15 .81
多くの人に好かれている 3.6 1.2 3.2 1.2 2.14 18 .05 3.4 1.1 3.6 1.4 0.72 15 .48
93.5198.06.17.32.10.404.8178.09.03.43.11.4るきでくよ仲もでとれだ
8.2 2.3 8.1 1.9 0.31 18 .76 7.2 2.2 8.3 2.6 2.76 15 .01
自分のことが大好きである 3.4 1.5 3.3 1.4 0.52 18 .61 3.3 1.2 3.9 1.3 2.44 15 .03
だれにでも、あいさつができる 4.8 1.1 4.8 0.9 0.00 18 1.00 3.9 1.3 4.4 1.5 1.83 15 .09
7.2 2.2 7.6 1.9 0.79 17 .44 7.2 1.6 8.1 2.0 2.15 15 .05
先を見通して、自分で計画が立てられる 3.3 1.0 3.7 1.0 1.33 17 .20 3.6 0.7 3.9 1.1 1.86 15 .08
自分で問題点や課題を見つけることができる 3.9 1.3 4.0 1.1 0.16 18 .88 3.6 1.1 4.1 1.3 1.33 15 .20
7.7 1.5 8.0 1.4 0.84 18 .41 7.8 1.4 8.3 1.5 1.73 15 .10
人の話しをきちんと聞くことができる 3.9 1.0 4.2 1.1 1.05 18 .31 3.9 1.0 4.1 1.0 1.46 15 .16
その場にふさわしい行動ができる 3.8 0.9 3.8 0.8 0.21 18 .83 3.9 0.7 4.2 0.8 0.94 15 .36
33.4 5.0 33.3 4.4 0.08 17 .94 30.7 5.7 32.8 6.6 1.98 15 .07
7.3 2.4 7.5 1.8 0.40 18 .69 7.8 1.8 7.9 1.7 0.32 15 .76
自分かってな、わがままを言わない 3.9 2.0 4.0 1.2 0.25 18 .80 3.9 1.0 3.9 1.3 0.32 15 .75
お金やモノのむだ使いをしない 3.4 1.4 3.6 1.5 0.36 18 .72 3.9 1.5 3.9 1.1 0.17 15 .87
8.6 1.1 8.8 2.0 0.58 17 .57 7.2 2.4 8.4 2.6 3.45 15 .00
花や風景などの美しいものに、感動できる 3.9 1.0 3.9 1.3 0.00 18 1.00 3.7 1.3 4.0 1.3 1.58 15 .14
季節の変化を感じることができる 4.6 0.9 4.9 1.2 1.68 17 .11 3.5 1.5 4.4 1.5 3.95 15 .00
8.5 1.8 8.3 1.2 0.53 18 .60 8.2 1.5 8.8 1.6 1.62 15 .13
92.5101.10.10.49.07.300.18100.08.00.43.10.4く働くよ、にずらがやい
自分に割り当てられた仕事は、しっかりとやる 4.5 1.1 4.3 0.7 0.89 18 .38 4.5 0.9 4.8 0.9 1.78 15 .10
8.6 1.6 8.7 1.6 0.35 18 .73 7.6 2.2 7.8 2.1 0.39 15 .70
人のために何かをしてあげるのが好きだ 4.3 0.9 4.4 1.0 0.29 18 .77 3.7 1.3 3.9 1.1 0.62 15 .54
97.5172.05.18.31.19.308.8152.01.14.49.03.4るかわがみ痛の心の人
21.8 6.0 23.8 3.5 1.34 17 .20 22.1 4.3 21.3 5.7 0.86 15 .40
6.6 2.3 7.2 1.6 1.84 18 .08 6.9 1.5 6.4 1.9 0.96 15 .35
92.5101.12.12.32.16.396.8139.11.18.36.13.3るあでき起早寝早
からだを動かしても、疲れにくい 3.3 1.2 3.4 1.2 0.29 18 .77 3.6 1.2 3.2 1.2 0.29 15 .77
7.2 2.0 8.2 1.8 1.30 17 .21 7.4 2.0 7.1 2.7 0.75 15 .46
45.5126.05.14.32.15.323.8140.13.11.41.17.3いなけ負、にさ寒やさ暑
とても痛いケガをしても、がまんできる 3.6 1.4 4.1 0.9 1.34 17 .20 3.9 1.3 3.8 1.4 0.56 15 .58
7.8 2.4 8.2 1.8 0.70 18 .49 7.8 1.7 7.8 2.0 0.17 15 .86
ナイフ・包丁などの刃物を、上手に使える 3.9 1.4 4.1 1.1 0.62 18 .54 4.1 0.9 3.9 0.9 0.90 15 .38
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（８）訓練キャンプ参加前後の「リーダーシップ

















































































表７　「リーダーシップ能力」の変化（事前調査 vs 事後調査）の 2014 年度・2015 年度の比較　t 検定結果
DS均平DS均平DS均平DS均平
82.1 12.6 84.4 11.8 1.12 15 .28 75.0 12.1 80.8 16.0 1.61 15 .13
47.8 8.7 46.3 9.2 0.99 18 .34 44.6 8.5 48.4 8.8 1.49 15 .16
困難に自ら立ち向かおうとする力 15.7 3.8 14.9 3.5 1.20 18 .24 13.9 3.5 14.9 4.3 1.07 15 .30
7.6 2.1 6.7 2.0 2.07 18 .05 6.2 2.2 7.4 2.3 2.08 15 .06
人が嫌がることでも自分から進んで取り組むことができる。 3.8 1.1 3.4 1.0 1.59 18 .13 3.0 1.1 3.7 1.1 1.79 15 .09
すすんでお手伝いや勉強をすることができる。 3.8 1.2 3.3 1.2 1.82 18 .86 3.2 1.4 3.8 1.5 1.86 15 .08
8.1 2.0 8.2 2.0 0.29 18 .77 7.7 2.2 7.5 2.6 0.29 15 .78
危ないことを予測して避けることができる。 3.9 1.0 4.1 1.3 0.83 18 .42 3.8 1.4 3.8 1.7 0.12 15 .90
その場の状況にあわせて考えることができる。 4.2 1.0 4.1 0.9 0.21 18 .83 3.9 0.9 3.7 1.3 1.17 15 .26
14.9 3.2 15.1 3.6 0.16 18 .88 14.6 3.2 16.1 3.0 1.78 15 .10
7.4 1.5 7.3 1.9 0.25 18 .81 7.4 1.3 7.6 1.7 0.78 15 .45
決めた時間にあわせて行動することができる。 3.9 0.9 3.7 1.0 0.85 18 .41 3.9 0.8 3.9 1.1 0.29 15 .77
先のことを考えて行動することができる。 3.5 1.1 3.6 1.1 0.37 18 .72 3.5 1.0 3.7 0.9 1.00 15 .33
7.5 1.8 7.7 2.0 0.56 18 .59 7.3 2.2 8.5 1.7 1.82 15 .09
5197.10.11.42.14.300.18100.00.18.30.18.3。るきでがとこす話てえ考を容内 .09
反省したことを次の行動や活動に生かしている。 3.7 0.9 3.9 1.2 0.85 18 .41 3.8 1.3 4.4 1.0 1.35 15 .20
17.3 3.0 17.2 2.7 0.17 15 .87 16.6 3.3 17.4 2.7 1.35 15 .20
8.1 2.3 8.2 1.6 0.27 16 .79 7.8 2.1 8.3 1.7 0.88 15 .40
物事をいろいろな方向から見ることができる。 3.8 1.1 3.9 0.9 0.20 18 .85 3.9 1.0 3.9 1.3 0.24 15 .82
 わからないことは自分で調べることができる。 4.3 1.4 4.3 1.2 0.00 18 1.00 3.9 1.2 4.3 0.9 1.03 15 .32
9.2 1.2 8.7 1.7 1.58 17 .13 8.3 1.5 9.1 1.6 1.60 15 .13
うまくいくようにいろいろな工夫をすることができる。 4.1 0.8 4.2 0.9 0.33 18 .75 3.8 0.8 4.3 0.9 1.28 15 .22
興味のあることにチャレンジしてみたい。 5.1 0.7 4.7 1.0 1.72 17 .10 4.4 1.0 4.9 1.1 1.82 15 .09
32.1 5.5 34.1 6.0 2.80 18 .01 30.4 5.7 32.4 7.5 1.51 15 .15
16.3 3.5 16.9 2.9 1.10 18 .29 15.8 2.7 16.8 3.1 1.20 15 .25
7.9 2.1 8.4 1.7 1.19 18 .25 7.4 1.8 8.4 1.6 1.46 15 .17
自分がするべき役割をはっきりわかっている。 4.1 1.4 4.3 0.9 0.89 18 .39 3.8 1.1 4.1 0.9 1.00 15 .33
 全体の目標にあわせて活動に取り組んでいる。 3.9 1.0 4.1 1.0 1.07 18 .30 3.7 0.8 4.3 0.9 1.86 15 .08
8.4 1.8 8.5 1.7 0.53 18 .60 8.4 1.9 8.4 2.0 0.00 15 1.00
ルールや約束を必ず守ることができる。 4.3 1.0 4.4 0.8 0.57 18 .58 4.3 0.9 4.2 1.0 0.39 15 .72
親や先生に言われなくても規則にしたがうことができる。 4.1 1.0 4.2 1.0 0.25 18 .80 4.1 1.1 4.2 1.2 0.25 15 .81
15.8 3.4 17.2 3.6 2.96 18 .01 14.6 3.5 15.6 5.1 1.27 15 .23
8.1 1.9 8.4 1.9 0.88 18 .39 7.3 1.7 7.5 2.6 0.50 15 .63
困っている友だちがいたら励ますことができる。 4.3 1.2 4.5 1.3 0.85 18 .41 3.8 1.2 3.9 1.5 0.46 15 .65
友だちの立場に立って話を聞くことができる。 3.8 1.1 3.9 0.8 0.44 18 .67 3.5 1.2 3.6 1.5 0.44 15 .67
7.7 1.7 8.8 2.0 4.60 18 .00 7.4 2.2 8.1 2.9 1.96 15 .07
明るく元気にあいさつや返事ができる。 4.3 1.0 4.6 1.1 1.10 18 .29 3.9 1.3 4.3 1.4 1.57 15 .14





























別はほとんどが男子（事前：88.9％：16 名 /18 名・
事後：87.5％：14 名 /16 名），小学校以後のスカ
ウト経験（ビーバースカウト：55.6％，カブスカ
ウト：33.3％，ボーイスカウト：11.1％）を有す
るグリーンバースカウトが約 7 割（班長 4 名
（22.2％）と次長 8 名（44.4％））であり，調査対
表８　「自尊感情」の変化（事前調査 VS 事後調査）の 2014 年度と 2015 年度の比較
平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD
自尊心 29.6 8.7 31.1 7.3 0.90 18 .38 32.8 6.1 34.7 10.3 1.25 15 .23
2014年度（田中,2016） 2015年度
事前調査 事後調査 ｔ値 df ｐ 事前調査 事後調査 ｔ値 df ｐ
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（2015 年 2 月 3 日）
三隅二不二（1978）. リーダーシップ行動の科学　
有斐閣
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